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(57)【要約】
並んで配置された複数のエネルギ貯蔵セル（１）と、エ
ネルギ貯蔵セル（１）を囲んでいる硬質な囲い（１０）
と、を備え、囲いは２つの異なる部分（１００Ａ、１０
０Ｂ）を含み、囲いの第一部分は少なくとも１つの基準
壁を、特に下壁（１１０Ａ）からなる基準壁を、含む電
気的エネルギ貯蔵セットであって、隣接しているエネル
ギ貯蔵セル（１）の各対の間に配置されるように、基準
壁（１１０Ａ）と略垂直な垂直面に沿って延在し、且つ
、２つのエネルギ貯蔵セル（１）の間に配置される少な
くとも１つのメイン壁（２１４、２２４、２４０）を含
む弾性変形可能材からなる少なくとも１つのストッパー
（２００、２２０、２３０）と、囲い（１０）の第一部
分（１００Ａ）に着脱可能に固着され、基準壁（１１０
Ａ）に対してエネルギ貯蔵セルを押圧するためにエネル
ギ貯蔵セルの一面を生成するように設計されている押圧
手段（３００）と、を含む電気的エネルギ貯蔵セット。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　並んで配置された複数のエネルギ貯蔵セル（１）と、前記複数のエネルギ貯蔵セル（１
）を囲んでいる硬質シェル（１０）と、を備え、
　前記硬質シェル（１０）は、少なくとも２つの異なる第一部分（１００Ａ）及び第二部
分（１００Ｂ）を含み、前記硬質シェルの前記第一部分は少なくとも１つの基準壁を、特
に下壁（１１０Ａ）からなる前記基準壁を、含む電気的エネルギ貯蔵セットであって、
　少なくとも１つのメイン壁（２１４、２２４、２４０）を含む弾性変形可能材からなる
少なくとも１つの支持台（２００、２２０、２３０）を含み、前記支持台は、前記基準壁
（１１０Ａ）と略垂直な垂直面に沿って延在し、且つ、前記複数のエネルギ貯蔵セルのう
ち２つの間に配置されることで、隣接するエネルギ貯蔵セル（１）の各対間に配置され、
　前記基準壁（１１０Ａ）に対して前記各エネルギ貯蔵セルを押圧するために前記複数の
エネルギ貯蔵セルの各々の一面を押圧するように設計されている押圧手段（３００）を含
み、前記押圧手段（３００）は、前記硬質シェル（１０）の前記第一部分に着脱可能に取
り付けられることを特徴とする電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項２】
　少なくとも２つの支持台（２００、２２０）は前記複数のエネルギ貯蔵セルの各対の間
のうち、前記基準壁（１１０Ａ）の近傍、及び、前記基準壁に対向する壁（１１０Ｂ）、
特に上壁からなる前記壁の近傍にそれぞれ延在している請求項１に記載の電気的エネルギ
貯蔵セット。
【請求項３】
　前記支持台（２００、２２０、２３０）の少なくとも１つの寸法は、前記エネルギ貯蔵
セル（１）の前記支持台（２００、２２０、２３０）と関連している壁の寸法未満となっ
ていることを特徴とする請求項１又は２に記載の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項４】
　前記支持台（２００、２２０、２３０）の少なくとも１つは、少なくとも１つのエネル
ギ貯蔵セル（１）の２つの壁それぞれに沿って延び、互いに垂直である少なくとも２つの
支持台壁（２１２、２１４；２２２、２２４、２２６；２３２、２３６、２４０）を含む
請求項１から３のいずれか一項に記載の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項５】
　前記支持台の少なくとも１つの前記支持台壁（２１２；２２２、２２６；２３２、２３
６）の配置は、前記支持台壁が前記複数のエネルギ貯蔵セル（１）と前記硬質シェル（１
０）の前記基準壁（１１０Ａ）と平行である前記硬質シェルのシェル壁との間、又は、前
記基準壁（１１０Ａ）に垂直な垂直面と前記支持台の前記メイン壁（２１４；２２４；２
４０）との間のいずれかに配置されるように、選択されることを特徴とする請求項４に記
載の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項６】
　少なくとも１つの前記支持台（２００、２２０、２３０）は、前記基準壁に対向する前
記硬質シェルの壁（１１０Ｂ）と少なくとも１つの前記エネルギ貯蔵セル（１）との間を
、好ましくは前記押圧手段（３００）と前記少なくとも１つのエネルギ貯蔵セル（１）と
の間を、延在している壁を含むことを特徴とする請求項４又は５に記載の電気的エネルギ
貯蔵セット。
【請求項７】
　少なくとも１つの前記支持台（２００、２２０、２３０）は、互いに直交している少な
くとも３つの支持台壁（２２２、２２４、２２６；２３２、２３６、２４０）を含み、前
記エネルギ貯蔵セルの角を囲んでいる立方体の角を形成するために少なくとも１つの前記
エネルギ貯蔵セル（１）の３つの異なる壁に沿って延びていることを特徴とする請求項４
から６のいずれか一項に記載の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項８】
　立方体の角の形状で複数の支持台（２２２、２２４、２２６；２３２、２３６、２４０
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）を含み、前記複数の支持台それぞれは前記基準壁（１１０Ａ）、及び／又は、前記硬質
シェル（１０）の前記基準壁に対向する壁（１１０Ｂ）に隣接している前記エネルギ貯蔵
セル（１）それぞれの角それぞれと関連していることを特徴とする請求項７に記載の電気
的エネルギ貯蔵セット。
【請求項９】
　連続している支持台（２００、２２０、２３０）は、異なる前記複数のエネルギ貯蔵セ
ル（１）と関連しており、
　前記支持台は、
　　特に、前記硬質シェルのシェル壁（１１０Ａ、１２０）に沿って延びている少なくと
も１つの共有壁（２３２、２３６）と、
　　少なくとも２つの隣接している前記エネルギ貯蔵セル（１）の壁と、を備え、
　前記支持台は、もしくは前記硬質シェル（１０）のシェル壁に沿ってすべて延在し、前
記共有壁から突出している少なくとも１つの突出壁（２４０）を含み、
　少なくとも１つの前記突出壁は、隣接している２つの前記エネルギ貯蔵セルの間を延在
する前記メイン壁を形成していることを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載
の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項１０】
　前記電気的エネルギ貯蔵セットは、
　　第一共有壁（２３２）と、
　　前記第一共有壁と直交している第二共有壁（２３６）と、
　　前記メイン壁を形成している中央壁（２４０）と、を含む少なくとも１つの前記支持
台（２３０）を含み、
　前記中央壁は、前記第一共有壁（２３２）及び前記第二共有壁（２３６）と直交し、且
つ、前記第一共有壁（２３２）の凹部及び前記第二共有壁（２３６）の凹部において前記
第一共有壁及び前記第二共有壁と接続し、
　前記中央壁は、立方体の角として形作られた二つの凹部（２３０Ａ、２３０Ｂ）を形成
するために前記中央壁（２４０）のいずれか１つの側方に、特に前記中央壁（２４０）に
対して相対的に対称的に配置されることを特徴とする請求項９に記載の電気的エネルギ貯
蔵セット。
【請求項１１】
　前記硬質シェル（１０）は、壁の１つに、特に前記基準壁（１１０）又は前記基準壁に
対向する壁を含み、少なくとも１つのレール（１１２）は、少なくとも１つの前記支持台
（２００、２２０、２３０）の配置位置を与えることを特徴とする請求項１から１０のい
ずれか一項に記載の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項１２】
　前記電気的エネルギ貯蔵セットは、Ｌ字形状の２つの対称部を有するパッド（２００）
の形状で少なくとも１つの前記支持台（２００）を含み、
　２つの前記対称部は、２つの翼（２１４）の間に開口を有しつつ、２つの前記対称部の
頂点で接続されており、頂点の下方では、前記硬質シェルの前記レール（１１２）に前記
パッド（２００）を係合可能とし、
　２つの前記翼は、２つの隣接している前記エネルギ貯蔵セルの間に配置されることで前
記支持台の前記メイン壁を形成するように設計されていることを特徴とする請求項１１に
記載の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項１３】
　少なくとも１つの前記支持台（２００、２２０、２３０）は、熱的絶縁材からなり、特
にゴムのようなエラストマー、非金属多孔材、熱可塑材又はＥＰＤＭからなることを特徴
とする請求項１から１２のいずれか一項に記載の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項１４】
　少なくとも１つの前記支持台（２００、２２０、２３０）は、前記硬質シェル（１０）
のシェル壁（１１０、１２０）の１つと連続している、若しくは、前記硬質シェル（１０
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）のシェル壁（１１０、１２０）の１つと適合しており、又は直接的に前記エネルギ貯蔵
セル（１）と適合していることを特徴とする請求項１から１３のいずれか一項に記載の電
気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項１５】
　少なくとも１つの前記支持台（２００、２２０、２３０）は、前記支持台の少なくとも
１つの壁から突出している少なくとも１つの逆さ防止形状（２１５、２４２）を含み、前
記逆さ防止形状は、特に、前記メイン壁（２１４、２４０）から突出され、前記複数のエ
ネルギ貯蔵セル（１）の間に配置されるように設計されていることを特徴とする請求項１
から１４のいずれか一項に記載の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項１６】
　少なくとも１つの前記支持台（２００、２２０、２３０）は、前記支持台の前記支持台
壁から突出している幾つかの平行フィン（２３７）を含み、前記複数のエネルギ貯蔵セル
（１）の製造公差を補うため、前記エネルギ貯蔵セルの壁と協働するように設計されてい
ることを特徴とする請求項１から１５のいずれか一項に記載の電気的エネルギ貯蔵セット
。
【請求項１７】
　前記押圧手段（３００）と関連している着脱可能な取付け手段は、前記基準壁より前記
基準壁に対向する壁の方が近くなるように配置されることを特徴とする請求項１から１６
のいずれか一項に記載の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項１８】
　前記硬質シェルの前記基準壁に対向する壁は、前記押圧手段（３００）として働くこと
が可能であることを特徴とする請求項１から１７のいずれか一項に記載の電気的エネルギ
貯蔵セット。
【請求項１９】
　少なくとも１つの前記押圧手段（３００）は、最も多くて２つの前記エネルギ貯蔵セル
を押圧するように構成されていることを特徴とする請求項１から１８のいずれか一項に記
載の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項２０】
　前記押圧手段（３００）は、前記硬質シェル（１０）に、特に前記硬質シェルの前記第
一部分に、取付けられるように設計されたＬ字形状の要素（３１０、３２０、３３０）を
含み、
　前記Ｌ字形状の要素は、少なくとも１つの前記エネルギ貯蔵セルの一面（２）を押圧し
、前記基準壁（１）に対向する壁に沿って、特に２つの前記エネルギ貯蔵セルの境界面に
おいて、延びるように設計されていることを特徴とする請求項１９に記載の電気的エネル
ギ貯蔵セット。
【請求項２１】
　前記Ｌ字形状の要素（３２０、３３０）の配置位置が前記複数のエネルギ貯蔵セル（１
）の構成に応じて変更可能であるように、
　前記硬質シェルの前記基準壁（１１０Ａ）と一体である基部（１４０）を含み、且つ、
前記Ｌ字形状の要素（３２０、３３０）が、前記基部と比較して幾つかの位置で配置可能
であるように、傾斜している傾斜面（１４２）を有することを特徴とする請求項２０に記
載の電気的エネルギ貯蔵セット。
【請求項２２】
　前記押圧手段（３００）は、２つの撚線によって形成され、繋がれた一端が前記基準壁
（１１０Ａ）に接続されるストラップ（３４０）を含み、前記ストラップは少なくとも１
つの前記エネルギ貯蔵セル（１）を囲むために任意の端部近傍に協働するように設計され
ていることを特徴とする請求項１から２１のいずれか一項に記載の電気的エネルギ貯蔵セ
ット。
【請求項２３】
　並んで配置された複数のエネルギ貯蔵セルと、前記複数のエネルギ貯蔵セルを囲んでい
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る硬質シェルと、を備え、
　前記硬質シェルは、２つの異なる第一部分及び第二部分を含み、前記硬質シェルの前記
第一部分は前記基準壁を、特に下壁からなる前記基準壁を、含む電気的エネルギ貯蔵セッ
トの組立て方法であって、
　複数の弾性変形可能な支持台（２００；２２０；２３０）が配置されている前記電気的
エネルギ貯蔵セットの基準壁（１１０）上に、少なくとも１つの前記支持台（２００；２
２０；２３０）が隣接している前記複数のエネルギ貯蔵セル（１）の各対の間に配置され
るように、前記エネルギ貯蔵セル（１）を設置するセル設置ステップと、
　前記基準壁（１１０Ａ）を備える前記硬質シェル（１０）の前記第一部分に対して着脱
可能に取り付けられるように、前記硬質シェル（１０）の前記基準壁（１１０）に対して
前記複数のエネルギ貯蔵セルを押圧するために前記複数のエネルギ貯蔵セル（１）に対し
て押圧するように構成されている押圧手段（３００）を設置する押圧手段設置ステップと
、を含む電気的エネルギ貯蔵セットの組立て方法。
【請求項２４】
　前記基準壁（１１０）の予め決められた位置において前記基準壁（１１０Ａ）に弾性変
形可能な前記支持台（２００；２２０；２３０）を設ける前記設置ステップを含むことを
特徴とする請求項２３に記載の電気的エネルギ貯蔵セットの組立て方法。
【請求項２５】
　付加的で変形可能な前記支持台（２００；２２０；２３０）は、変形可能な前記支持台
（２００；２２０；２３０）が、前記押圧手段（３００）の取付け前に、前記基準壁に対
向する壁の近傍において２つの前記エネルギ貯蔵セル（１）の間に、及び／又は、少なく
とも１つの前記エネルギ貯蔵セルと前記硬質シェルの前記基準壁に対向する前記壁との間
に配置されるように、前記エネルギ貯蔵セル（１）に設けられることを特徴とする請求項
２３又は２４に記載の電気的エネルギ貯蔵セットの組立て方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の対象は、電気的エネルギ貯蔵セットの創作であり、特に電気的車両に関する。
【０００２】
　電気的バッテリを使用して作動している幾つかの車両は知られている。一般的に、これ
らの車両は床に配置されているエネルギ貯蔵セットを含み、該エネルギ貯蔵セットは堅い
硬質シェルと、該硬質シェル内に複数の貯蔵セル（又は電気的バッテリ）とを備える。各
セルは、ケースの中に配置されている複数の陰極と複数の陽極とを含み、セルは一連に接
続されている。
【０００３】
　本発明は、エネルギ貯蔵セットを形成するためのエネルギ貯蔵セルの機械的組立て分野
に含まれる。
【背景技術】
【０００４】
　複数のエネルギ貯蔵セルを備える幾つものバッテリセットが、先行技術で知られている
。
【０００５】
　ある特定の実施形態によると、このようなエネルギ貯蔵セルそれぞれは、平行六面体の
ハウジングを備え、該ハウジングは対向する２つの側面を含み、配置手段が隣接している
セルの相補的手段と協働可能とする。
【０００６】
　配置手段が使用されると、ハウジングを相互接続する取付け手段が、２つずつ、取付け
られ、硬質な梁が設けられる。このような取付け手段は、交差するように重ね合わせられ
た交差部材を各セルの上部に接続し、該交差部材はセルの側壁から突出している。また、
取付け手段はセルをシェルに接続している。下部において、交差部材は、例えば、セルの
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各対の間に適用されており、該交差部材は配置手段に基づいており、また、シェルに梁を
繋ぐためにシェルの底部に取付けられている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このような実施形態では、結果として生じるエネルギ貯蔵セットの適切な剛性と同様に
ハウジングの良好な相互接続を可能とする。しかしながら、分解不可能となり、且つ、セ
ルの各々に容易に干渉できないので、このような実施形態はセルのメンテナンス操作を複
雑にする。１つのセルに到達するために、実際にセルのセットによって形成された梁を、
シェルから引き出し、セル間の接続を分解し、ケーブルを取り外す必要がある。同様に、
エネルギ貯蔵セットを分解するために、異なるセルを使用している硬質な梁を再組立てし
、ケーブルを再び設け、シェル内に梁を交換して取付ける必要がある。
【０００８】
　さらに、車両の回転により生じた振動は、プラスチック変形であって、接続の破壊とな
るセル間の接続のピーニングを生じうる。その結果、エネルギ貯蔵セットの製品寿命、又
は騒音の発生を減少させる。
【０００９】
　本発明は、車両内において、エネルギ貯蔵セットの使用に適したエネルギ貯蔵セット内
のセルを組立てるためのシステムを提供することを目的とする。特に、メンテナンス操作
を容易にするために、エネルギ貯蔵セットの分解を簡単にしつつ、振動を抑制する。本発
明は、その機械的設計を最適化しつつ、エネルギ貯蔵セットの製品寿命を改善する目的を
有する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　このような目的のために、本発明は、並んで配置された複数のエネルギ貯蔵セルと、エ
ネルギ貯蔵セルを囲んでいる硬質シェルと、を備え、
　硬質シェルは、少なくとも２つの異なる第一部分及び第二部分を含み、硬質シェルの第
一部分は少なくとも１つの基準壁を、特に下壁からなる基準壁を、含むエネルギ貯蔵セッ
トであって、
　少なくとも１つのメイン壁を含む弾性変形可能材からなる少なくとも１つの支持台を含
み、支持台は、基準壁と略垂直な垂直面に沿って延在し、且つ、２つのエネルギ貯蔵セル
の間に配置されることで、隣接するエネルギ貯蔵セルの各対間に配置され、
　基準壁に対して各エネルギ貯蔵セルそれぞれを押圧するためにエネルギ貯蔵セルの各々
の一面を押圧するように設計されている押圧手段を含み、押圧手段は、硬質シェルの第一
部分に取り外し可能性を有して取り付けられるエネルギ貯蔵セットを提供することを目的
とする。
【００１１】
　このように、エネルギ貯蔵セルは、互いに取り付けられずに、さりとて振動によって衝
突されずにエネルギ貯蔵セット内に並んで配置されている。変形可能な支持台は、実際に
セルの衝突を回避可能であり、このためエネルギ貯蔵セットの位置が異なるとしても自動
車両の需要環境に適合している。また、押圧手段はシェルと相対的にエネルギ貯蔵セルを
固定可能である。このようにエネルギ貯蔵セルは、互いに独立して分解可能である。エネ
ルギ貯蔵セットからエネルギ貯蔵セルを取り外すために、実際には着脱可能な押圧手段の
取付けを取り外すのに十分である。エネルギ貯蔵セットを維持するために、エネルギ貯蔵
セットから全てのエネルギ貯蔵セルを取り外す必要なく、選択されたセルを取り外し可能
である。
【００１２】
　以降では、少なくとも１つのエネルギ貯蔵セルは、好ましくは各セルは、略平行六面体
のハウジングを含むとみなされる。
【００１３】
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　特徴を限定することなく、本発明の他の有利に関する支持台は次の通りである。
－少なくとも１つの支持台の寸法は、エネルギ貯蔵セルの支持台と関連する壁の寸法未満
となっている。このように、製造コストは、エネルギ貯蔵セルの有効面を減らすことで減
少される。実際に、支持台は、エネルギ貯蔵セルが衝突する可能性が大きい重要な位置に
配置されることは十分である。
－少なくとも２つの支持台はエネルギ貯蔵セルの各対の間を延在しており、基準壁の近傍
及び基準壁に対向する壁の近傍、特に上壁からなる壁の近傍に延在している。このような
支持台は、振動を受けるエネルギ貯蔵セルをより適切に防護可能である。
－少なくとも１つの支持台は、特に全支持台は、少なくとも１つのエネルギ貯蔵セルの少
なくとも２つの異なる壁に沿って延びるように設計された２つの壁を含む。好ましくは、
支持台の壁は互いに略垂直となっている。このように、振動は、エネルギ貯蔵セルとエネ
ルギ貯蔵セルの隣接している壁との衝突を回避することによって、より適切に減衰され、
エネルギ貯蔵セルは２方向で補強されている。例えば、このような壁の１つはエネルギ貯
蔵セルとエネルギ貯蔵セルの基準壁、特に下壁、との間に配置可能である。また、ある壁
はハウジングの基準壁、特に下壁、に略垂直となっており、且つ、支持台のメイン壁に略
垂直となっており、エネルギ貯蔵セルの間に配置されている。
－少なくとも１つの支持台は、基準壁に対向する壁（好ましくは上壁）とエネルギ貯蔵セ
ルとの間を、特に押圧手段とエネルギ貯蔵セルとの間を、延在している壁を含むことがで
きる。このように、このような支持台はエネルギ貯蔵セルの補強を改善可能であり、離れ
ている基準壁からエネルギ貯蔵セルに伝わった振動を減衰可能である。
－好ましくは、各支持台は少なくとも１つのエネルギ貯蔵セルの３つの異なる壁に沿って
延びている３つの支持台壁を含むことができる。３つの支持台壁は、互いに略垂直であり
、エネルギ貯蔵セルのハウジングの角を適合するように設計されている。このように、支
持台壁はエネルギ貯蔵セルの角に対して相補的な形状を有している。実際に、支持台壁は
、立方体の角のように配置されている。エネルギ貯蔵セットは、より多くの支持台を、少
なくとも４つの支持台を、好ましくは８つの支持台を、含み、各支持台は基準壁、又は、
基準壁に対向する壁、に隣接している各エネルギ貯蔵セルのハウジングの角と関連してい
る。このように、支持台は、エネルギ貯蔵セルの衝突を回避するが、またエネルギ貯蔵セ
ルが下壁又は上壁において、且つ、側壁において、硬質シェルとの衝突を回避しつつ、３
方向においてエネルギ貯蔵セルを補強可能である。さらに支持台の寸法は、特に構成で減
少可能である。実際に、支持台が、少なくとも全ての支持台が、エネルギ貯蔵セルの壁に
沿って延在することは不要である。各ハウジングの角を変えることで、各エネルギ貯蔵セ
ルと硬質シェルとの間、又は、隣接しているエネルギ貯蔵セルの間の直接的な接触は、防
止される。
－また、当然ながら、支持台は他の形状を有することが可能である。支持台は、一方向に
のみ、及び／又は、寸法のすべてに対してエネルギ貯蔵セルの壁に沿って延在可能である
。
－本発明に係る変形例によると、基準壁と関連している支持台は連続的である。例えば、
ある支持台は、エネルギ貯蔵セルの壁、及び、少なくとも２つの隣接しているエネルギ貯
蔵セルの対応する壁に沿って延びている少なくとも１つの共有壁を含むことができ、もし
くは硬質シェルの壁に沿って延在している。支持台は、共有壁から突出している少なくと
も１つの突出壁を備え、少なくとも１つの突出壁は２つの隣接しているエネルギ貯蔵セル
の間を延在するメイン壁を形成している。例えば、櫛形状の支持台又はレールは、全エネ
ルギ貯蔵セルを補強するために上壁の近傍又は下壁の近傍に配置されている。
－特に、少なくとも１つの支持台は、第一共有壁と、第一共有壁と直交している第二共有
壁と、メイン壁を形成している中央壁と、を含むことができる。中央壁は、第一共有壁及
び第二共有壁と直交し、特に第一共有壁の幅の中間及び第二共有壁の幅の中間において、
第一共有壁によって形成された凹部及び第二共有壁によって形成された凹部において、第
一共有壁及び第二共有壁と接続している。中央壁は、立方体の角として形作られた二つの
凹部を形成するためにメイン壁のいずれか１つの側方に、特にメイン壁に対して相対的に
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対称的に配置される。言い換えると、本実施形態に係る支持台は、取付けられたエネルギ
貯蔵セルの角に相補的であり、連続的な形状を備える２つの実施形態と略同一である。こ
のような構成は、支持台の数を制限可能とし、関連するエネルギ貯蔵セットの製造コスト
を制限可能とする。
－また、支持台は、支持台が弾性的に変形可能材からなるパッドを備えたよりシンプルな
形状を有する場合には、結合可能である。支持台は、硬質シェルの壁に対してエネルギ貯
蔵セルの振動を回避するために、硬質シェルの壁に配置されるように設計されている。
－また、硬質シェルは、壁の１つを、特に基準壁又は基準壁に対向する壁を、含むことが
可能であり、少なくとも１つのレールは、少なくとも１つの支持台の配置位置を与える。
少なくとも１つの支持台は、Ｌ字形状のような２つの対称部を有するパッドの形状で構成
され、２つの対称部の間に開口を有することを可能としつつ、２つの対称部の頂点で接続
されており、頂点の下方では、硬質シェルのレールにパッドを係合可能とし、２つの翼は
２つの隣接しているエネルギ貯蔵セルの間に配置されることで支持台のメイン壁を形成す
るように設計されている。
－好ましくは、支持台は、エネルギ貯蔵セルと硬質シェルとを熱的に分離するため、周囲
にある空気と硬質シェルの接触による熱的損失を制限するため、熱的絶縁材からなる。明
らかに、支持台は、エネルギ貯蔵セルと硬質シェルとの熱的絶縁を支持台そのもので与え
る必要はない。
－支持台は、特に、ゴムのような弾性材、ＥＰＤＭ、熱可塑剤、非金属多孔材（泡状物質
）からなる。
－少なくとも１つの支持台は、エネルギ貯蔵セットの壁（特に上壁又は下壁）と連続的、
又は、適合されている。また、支持台は直接的にエネルギ貯蔵セルと適合可能である。
－また、支持台は壁の１つから突出している幾つかのタイプの非反転取付具を含むことが
でき、非反転取付具は特にエネルギ貯蔵セルの間に配置されるように設計されている壁か
ら突出しており、エネルギ貯蔵セルが支持台から離すことを回避可能である。このような
非反転形状は、もしくはエネルギ貯蔵セルのハウジングと協働可能であり、例えば、エネ
ルギ貯蔵セルのハウジングの切り目に係合することで、又は、粗い面若しくは接着性を有
する面に対してこすりつけることで、協働可能である。
－また、支持台は、支持台の壁の１つから突出し、平行に延在している複数の平行フィン
を含むことができ、平行フィンの寸法が平行フィンに垂直な方向においてどのようなもの
であっても、エネルギ貯蔵セルの補強を可能とするために、エネルギ貯蔵セルの壁と協働
するように設計される。このように、エネルギ貯蔵セルの製造公差は、考慮されている。
【００１４】
　特徴を限定することなく、本発明の他の有利に関する押圧手段は次の通りである。
－押圧手段と関連している着脱可能な取付け手段は、基準壁より基準壁に対向する壁の方
が近くなるように構成されている。言い換えると、基準面が下壁であるときに、押圧手段
は、好ましくは、硬質シェルの上側半分に配置され、より容易にアクセス可能である。
－好ましくは、押圧手段は、支持台が受ける振動にも関わらず支持台を防護するために、
エネルギ貯蔵セルと基準壁に対向するエネルギ貯蔵セットの壁、特に上壁、との間に配置
されている支持台を押圧するように設計されている。当然ながら、支持台がエネルギ貯蔵
セルの上壁と連続的であるときには不要である。このような場合、シェルの上壁は、押圧
手段として働くことができる。機械的特性が適切である場合に必要となる。このため、基
準壁に対向する壁とは異なる押圧手段を有することは有利になりうる。
－押圧手段は、一度に最大で２つのエネルギ貯蔵セルのみを支持するように構成されてお
り、エネルギ貯蔵セルのぞれぞれの仕様（製造公差）をより適切に管理可能とする。また
、本発明はエネルギ貯蔵セルのそれぞれ（硬質シェルの上壁、エネルギ貯蔵セットの寸法
を超えて延在している交差部材）を押圧する押圧手段を含む。
－押圧手段は、硬質シェルに、特に硬質シェルの第一部分に、取付けられるように設計さ
れたＬ字に形作られたＬ字形状の要素を含む。Ｌ字形状の要素は、少なくとも１つのエネ
ルギ貯蔵セルの壁を、特に２つのエネルギ貯蔵セルの境界面において押圧する。また、押
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圧手段は、２つの撚線によって形成され、繋がれた一端が硬質シェルの基準壁に取付けら
れているストラップを含むことができ、ストラップは少なくとも１つのエネルギ貯蔵セル
を、特に各セルを、囲むために任意の端部近傍に協働するように設計されている。
－Ｌ字形状の要素は、Ｌ字形状の要素の配置位置がエネルギ貯蔵セルの構成（特に製造公
差）に応じて高さ方向にわずかに変更可能であるように、硬質シェルと、特に第一部分と
、又は、Ｌ字形状の要素が配置されている下部と、一体である基部と比較して幾つかの配
置位置をとるように構成されている。このようにエネルギ貯蔵セルはＬ字形状の要素によ
って、正確に塞ぐことができる。
－好ましくは、Ｌ字形状の要素及びその基部それぞれは、全エネルギ貯蔵セルが基準壁と
垂直方向の寸法と厳密には同一ではなくても、基準壁に対して正確に押圧可能であるよう
に、硬質シェルの基準壁と比較して傾斜が０度ではない傾斜を含む。
－Ｌ字形状の要素は、支持台を適用するように設計可能である。
【００１５】
　特徴を限定することなく、本発明の他の有利に関するシェルは次の通りである。
－硬質シェルは、略平行六面体の形状を有する。
－硬質シェルは、基準壁に、及び／又は、基準壁に対向する壁に、少なくとも１つの支持
台を配置するための壁に略垂直に延在している少なくとも１つのレールを含み、支持台は
、必要ならば、上述したように、レールのいずれかの側方それぞれに配置されるように設
計されている少なくとも２つの部分を含む。このようなレールは、エネルギ貯蔵セルのそ
れぞれに対して異なる配置を示すことが可能となる。各レールは、例えば、補強材に配置
されているガセットであってもよい。ガセットは、硬質シェルの下壁の寸法を越えて延在
可能であり、又は下壁の寸法の一部を超えて、特に下壁の端部のそれぞれの近接に延在可
能である。
－また、硬質シェルは、硬質シェルの下壁と比較して、特にレールと比較して、支持台の
ために着脱可能な取付け手段を含む。
－硬質シェルは、一方で、特に下方となる基準壁及び側壁を備える第一部分と、基準壁に
対向し特に上方となる壁（カバーを形成している）を備える第二部分と、を含む。これは
、エネルギ貯蔵セットを分解可能な構成に関して最もシンプルなソリューションであり、
エネルギ貯蔵セルは上述から硬質シェルから取り出される。あるいは、上壁は側壁と連続
的であることが可能である。また、硬質シェルは、上壁及び他の下壁を含むように、二つ
のハーフシェルを含むことが可能である。また、硬質シェルの壁は他の壁とは独立可能で
ある。
【００１６】
　また、本発明は、次のステップを含む本発明に係る前述したエネルギ貯蔵セットの組立
て方法に関する。
－弾性的に変形可能な複数の支持台を配置されるエネルギ貯蔵セットの基準壁を形成する
ように設計されている壁上に、特に下壁上に、少なくとも１つの支持台が隣接しているエ
ネルギ貯蔵セルの各対の間に配置されるように、エネルギ貯蔵セルを設置するセル設置ス
テップを含む。
－基準壁を備える硬質シェルの第一部分に対して着脱可能に取り付けられるように、硬質
シェルの基準壁に対してエネルギ貯蔵セルを押圧するためにエネルギ貯蔵セルに対して押
圧するように構成されている押圧手段を設置する押圧手段設置ステップを含む。
【００１７】
　好ましくは、電気的エネルギ貯蔵セットの組立て方法は、変形可能な支持台を、基準壁
の予め決められた位置でシェルの基準壁に配置する予備的ステップを含む。
【００１８】
　好ましくは、押圧手段は、よりアクセスが容易であり、分解が容易であるように、基準
壁に対向する壁の近傍に取付けられる。
【００１９】
　また、エネルギ貯蔵セットの組立て方法は、押圧手段が硬質シェルに対して取り付けら
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れる前に、変形可能な支持台が硬質シェルの基準壁に対向する壁の近傍の２つのエネルギ
貯蔵セルの間に、及び／又は、少なくとも１つのエネルギ貯蔵セルと硬質シェルの基準壁
に対向する壁との間に配置されるように、エネルギ貯蔵セルに付加的で変形可能な支持台
を設置する支持台設置ステップを含む。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　本発明に係るほかの特徴、狙い、利点は、後述する詳細な説明を読んで、より明瞭に主
張される。詳細な説明は、非限定的な例示によって添付された図面を参照する。
【図１】エネルギ貯蔵セットのシェルの斜視図であって、特に、下壁による支持台を構成
するレールとパッドを示しており、相補的上壁を概略的に示している。
【図２】支持台の間に配置される隣接している他のセルと接触するセルの端部を側面から
示した側面図である。
【図３】配置において支持するためのレバーからなる押圧手段を示した斜視図である。
【図４】Ｌ字形状の要素からなる押圧手段を示した斜視図である。
【図５】設けられたＬ字形状の要素を示した斜視図である。
【図６】本発明の別の実施形態に係る支持台を示した斜視図である。
【図７】本発明に係る別の押圧手段を示した斜視図である。
【図８】エネルギ貯蔵セルに設けられたストラップの形状に関して、本発明に係る押圧手
段の変形の実施形態を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　先行文献で示されたように、本発明は複数のエネルギ貯蔵セル１を含むエネルギ貯蔵セ
ット、すなわち基本の電気的バッテリ、を対象としている。図１に示すように、４つのエ
ネルギ貯蔵セル１を受け入れるように設計されているが、この数は限定的なものではない
。
【００２２】
　各エネルギ貯蔵セルは、電解質を介して積層された複数の電極（陽極及び陰極）を含み
、電気的に相互接続されている。積層された電極は、エネルギ貯蔵セルを他の電気的要素
に、特に他のエネルギ貯蔵セルに、接続するための端子を備える平行六面体のハウジング
内に挿入されている。これは、すでに当業者に知られており、それゆえ以降では詳細に説
明しない。
【００２３】
　エネルギ貯蔵セルは、電気的端子を通して一連に接続されており、シェル１０を備える
エネルギ貯蔵セットを形成している。該シェルもまた平行六面体であり、エネルギ貯蔵セ
ルが配置されている。また、このような一般的構造は既に当業者に知られている。
【００２４】
　図１に示した実施形態によると、硬質シェルは２つのハーフシェル１００Ａ、１００Ｂ
を含む。２つのハーフシェルは、対称的であってもよい。下方にあるハーフシェル１００
Ａ（第１部分とも呼ぶ）は、図１においてより正確に示されている。各ハーフシェル１０
０は、上方又は下方において、シェルのシェル壁１１０の１つと、側壁１２０のそれぞれ
の一部とを含む。好ましくは、壁１１０は、直角の外形を有する。側壁１２０の各部は、
例えば、組立てられた状態において、シェルの高さの半分を覆うことができる。ハーフシ
ェル１００は、幾つかの適切な手段によって他方のシェルに取付けられており、例えば、
螺子のような螺合手段又は側壁１２０の先端において形成されている取付け開口部１２２
に挿入される合わせ釘を使用し、他のハーフシェル１００Ｂ（第２部分とも呼ぶ）の相補
的開口部１２３に直面して配置されるように設計されている。また、シェルは、好ましく
は、任意の端部、又は、２つの側壁１２０、典型的には２つの対向する側壁、の上端部に
おいて、これらの側壁に対して垂直に、且つ、側壁１２０から外側方向（且つ、下側１１
０Ａに対して平行に）に延在する第一フィン１２４を含む。第一フィン１２４は、例えば
車両用の環境に沿ってエネルギ貯蔵セットを取付けるための開口部１２５を含む。
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【００２５】
　図１に示すように、シェルは２つのハーフシェル１００によって形成可能である。
【００２６】
　エネルギ貯蔵セル１は、セルそれぞれの長手方向が平行であるように、シェル１０内に
並んで、好ましくは電気的接続を容易にするために同じ側面に外部端子を伴って、配置さ
れるように設計されている。
【００２７】
　本発明に係る第一実施形態は、図１～図５を参照しながら明確に説明される。
【００２８】
　第一実施形態によると、本開示においてエネルギ貯蔵セットの基準壁であるとみなされ
る下壁１１０Ａは、２つの側壁１２０に対して平行に延在するレール１１２を含む。例え
ば、レール１１２は、第一フィン１２４を担持している側壁１２０に対して垂直となり、
互いに平行であり、全て対応している下壁１１０Ａの寸法に実質的に沿っている。レール
１１２は、エネルギ貯蔵セル１のそれぞれに与えられる配置の間に区切りを作る。レール
１１２のそれぞれは、特に、下壁１１０Ａから略垂直に突出している平らな直線壁１１４
を含む。
【００２９】
　各レール１１２は、レールの端部近傍に、エラストマーからなる２つの第一パッド２０
０を適応させるように設計されている。各第一パッド２００は、支持台を形成する。
【００３０】
　図１及び図２に示された実施形態によると、各第一パッド２００は、レール１１２から
突出している直線壁１１４のいずれかの側方それぞれに延在するように設計されている２
つの部分２１０Ａ、２１０Ｂを含む。これら２つの部分２１０Ａ、２１０Ｂは、レール１
１２の直線壁１１４に対して相対的に対称である。各部分２１０Ａ、２１０Ｂは、Ｌ字形
状を有している。２つの部分２１０Ａ、２１０Ｂは交差点において接続されている。この
ように、各部分２１０Ａ、２１０Ｂは、下壁１１０Ａに対して略平行であり、且つ、下壁
１１０Ａに接している第一翼２１２と、第一翼２１２に対して垂直となり、レール１１２
の直線壁１１４に対して平行となり、且つ、レール１１２の直線壁１１４に接している第
二翼２１４と、を含む。２つの部分２１０Ａ、２１０Ｂは、第二翼２１４の上端部におい
て接続されている。実際に、上端部において連続的に接続されている。しかしながら、第
一パッド２００は、各第一パッド２００がレール１１２の直線壁１１４に係合するように
、２つの翼の間に、交差点の下方に、穴を有する。第一パッド２００のそれぞれは、異な
る２つのエネルギ貯蔵セル１（最端のレールに配置された第一パッド２００を除いて、図
２の右側に図示されているように、シェルの短手壁に最も近くなるように配置される）に
接触するように配置されており、２つの部分２１０Ａ、２１０Ｂは、２つのエネルギ貯蔵
セル１のうちの１つにそれぞれ接している。
【００３１】
　各第一パッド２００の２つの部分２１０Ａ、２１０Ｂそれぞれの第二翼２１４は、爪、
又は、第二翼から突出している縁２１５のような逆さ防止形状を有しており、逆さ防止形
状はシェル１０の下壁１１０Ａに向かって突出している。このような形状をしている縁２
１５は、エネルギ貯蔵セルのハウジングに形成されたレリーフ形状（凹み又は突出フィン
）と協働可能であり、エネルギ貯蔵セット内で各エネルギ貯蔵セル１をより適切に保持可
能である。
【００３２】
　図２で示した実施形態によると、エネルギ貯蔵セルのハウジングは縁２１５を補完する
特定の形状を含まない。各エネルギ貯蔵セル１を保持することで、ハウジングと縁２１５
との間に単に摩擦力を与えられる。実際に、第一パッド２００の縁２１５の第一翼２１２
に向かって横斜するために、縁２１５はエネルギ貯蔵セルが上方から下方に向かってシェ
ル１０内に滑りこむ時に簡単に曲がることができる。言い換えると、縁２１５は、エネル
ギ貯蔵セルがシェル１０に挿入されるときに、幅寄せする。しかしながら、いったん配設
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が完了すると、縁２１５はエネルギ貯蔵セル１の脱落を防止するように予め荷重されてい
るので、エネルギ貯蔵セルを上方に変位させるのは困難である。このように、エネルギ貯
蔵セルはシェル１０の下壁１１０Ａにおいて効果的に保持されている。さらに、第一パッ
ド２００の垂直な翼２１４は、隣接するエネルギ貯蔵セル１の各対の間に配置され、回転
している車両によって生成されるような振動を生成するときに、エネルギ貯蔵セルが互い
に衝突することを回避する。水平な翼２１２は、車両が使用されているときに、下壁１１
０Ａとエネルギ貯蔵セルとの間での破壊的な接触を回避可能である。支持台２００は、有
利には、支持台に弾性力を与えるＥＰＤＭからなり、また、支持台２００は、ＥＰＤＭが
熱的に絶縁するので、エネルギ貯蔵セットの他の要素から、特にシェル１０から、各エネ
ルギ貯蔵セル１を熱的に分離する。
【００３３】
　図１に示すように、シェル１０及びその側壁１２０は、好ましくは、シェルを補強する
補強手段１３０を含む。補強手段１３０は、特に、レール１１２と同じ方向に延出してい
る側壁１２０に、側壁１２０の中央に（図１において１つの第一ブロック１３２が視認で
きる）、配置されている第一ブロック１３２を含む。第一ブロック１３２は、例えば、側
壁１２０に適応している板金からなる。第一ブロック１３２のそれぞれは中央壁３３を有
し、該中央壁は、２つの取付けフィン１３５が第一ブロック１３２の中央壁１３３のいず
れか一つの側方に配置され、且つ、シェル１０の側壁１２０に対して押圧されていること
と同様に、取付けられ、中央壁から離間されるシェルの側壁１２０に対して略平行となっ
ている。また、第一ブロック１３２は、取付けフィン１３５を中央壁１３３に接続してい
る２つの横斜壁１３４を含む。
【００３４】
　また好ましくは、補強手段１３０は、レール１１２と垂直である側壁１２０に適用され
た第二ブロック１３６を含む。よって、レール１１２と垂直である側壁１２０の１つは、
例えば側壁１２０に適用された板金からなる複数の第二ブロック１３６を含み、第二ブロ
ック１３６はレール１１２のそれぞれにおいてより多く側壁１２０に適用されている。各
第二ブロック１３６は、第一ブロック１３２と実施的に同一形状を有し、それゆえに側壁
１２０から離間された中央壁１６７を含む。
【００３５】
　また好ましくは、図５で示すように、補強手段１３０は、第二ブロック１３６に直面し
、且つ、各レール１１２において、側壁１２０から第二ブロック１３６を含む補強手段に
対向する方向に突出している柱１３８を含む。
【００３６】
　つまり、図１～図５に示した実施形態よる補強手段１３０は、好ましくは、シェルに対
向する２つの平行面１２０に、有利にはレール１１２と平行である２つの平行面１２０に
、突出している第一ブロック１３２と、第二ブロック１３６と、レール１１２と直交する
他の２つの側壁１２０の柱１３８とを含む。また、補強手段１３６、１３８は、支持台２
００用の配置手段として働くことが可能である。
【００３７】
　図４及び図５に示すように、好ましくは、エラストマーの第二パッド２２０は、エネル
ギ貯蔵セル１の上端部に、特にエネルギ貯蔵セルの各角に配置される。このような第二パ
ッド２２０は、押圧手段３００と関連している。もし、適切であるならば、レール１１２
を直面するように配置されているシェルであって、該シェルと対向している２つの側壁１
２０に隣接している押圧手段３００は、同一であってもよい。
【００３８】
　しかしながら、図示された実施形態によると、２つの側壁１２０の近傍にそれぞれ設け
られている押圧手段３００は、異なる幾何学的配置を有しており、図３及び図５にそれぞ
れ配置について示されている。しかしながら、当然に押圧手段はエネルギ貯蔵セット内に
同一の幾何学的配置されてもよい。
【００３９】



(13) JP 2016-540342 A 2016.12.22

10

20

30

40

50

　前述した第二パッド２２０は、各エネルギ貯蔵セル１のハウジングの角に対して補完的
な形状を有する。パッドは、互いに垂直であり、立方体の角にように配置される３つの壁
２２２、２２４、２２６を含み、各壁は、角の付近においてハウジングの壁に沿って延び
るように設計されている。このような第二パッド２２０によって、エネルギ貯蔵セル１が
上部においての衝突や、シェルの１０の壁、特に上壁１１０Ｂ、との破壊的な接触を回避
可能である。
【００４０】
　また、先述したように、エネルギ貯蔵セットは、下壁１１０Ａに対するパッド２００、
２２０を備えるエネルギ貯蔵セル１を補強する押圧手段３００を含み、該押圧手段３００
はエネルギ貯蔵セルに第二パッド２２０を保持する。
【００４１】
　図３に示すように、このような押圧手段３００は、サポートレバー３１０を含むことが
でき、該サポートレバー３１０は、中央アーム３１２と、中央アームの一端に向かって延
在し、延在している方向は反対方向である２つの端部アーム３１４、３１６と、を備える
。このように、サポートレバー３１０は、着脱可能に取付けられており、例えば、螺子に
よって、一方の端部アーム３１４によって補強用の第二ブロック１３６の上面に取付けら
れており、他端の第二ブロック１３６が、隣接する２つのエネルギ貯蔵セル１の２つの隣
接する角に配置されている第二パッド２２０の上面２２６を支持するように、構成されて
おり、これによって、エネルギ貯蔵セルに第二パッド２２０を保持し、下壁１１０Ａに対
してエネルギ貯蔵セルを押圧している。
【００４２】
　対向している側壁１２０においてもまた、エネルギ貯蔵セットは押圧手段３００を含む
。押圧手段３００は、各柱１３８の上部に位置する基部１４０に配置されているＬ字形状
の要素３２０を含む。各基部１４０は、シェルの下壁１１０Ａに対して予め決められた傾
斜で傾いている傾斜上面１４２を含む。Ｌ字状の要素３２０は、相互に略垂直である２つ
のアーム３２２、３２６を含む。第一アーム３２２（あるいは長い方のアーム）は、任意
の端部において基部１４０の傾斜上面１４２の補完的な傾斜を有する下端面３２３を有す
る。第一アーム３２２の下端面３２３は、基部１４０の傾斜上面１４２に配置されるよう
に設計される。第二アーム３２６は、それぞれのエネルギ貯蔵セル１に第二パッド２２０
を保持し、シェル１０の下壁１１０Ａにエネルギ貯蔵セル１を押圧するため、エネルギ貯
蔵セル１の上面及び第二パッド２２０を支持するように設計される。第二アーム３２６の
交差部は、水平ブランチ３２８及び垂直ブランチ３２７を含むＴ字部である。図４に示す
ように、Ｔ字部の垂直ブランチ３２７の幅の厚さは、Ｔ字部の垂直ブランチ３２７が水平
ブランチ３２７から離れるにつれて、減少し、製造公差に関係なくエネルギ貯蔵セル１を
より適切に補強可能とし、Ｔ字部の垂直ブランチ３２７はエネルギ貯蔵セットの内部に向
かっている。さらに、第一アーム３２２は、第二アームと略同一の断面形状を有しており
、つまり、エネルギ貯蔵セットの内部に向かうＴ字形状の垂直なブランチを形成している
縦リブ３２４を含む。このような縦リブ３２４は、垂直ブランチ３２７のように、隣接す
るエネルギ貯蔵セル１の各対の間に配置されるように設計されている。サポートレバーの
ように、Ｌ字形状の要素３２０は、短手方向両端において隣接する２つのエネルギ貯蔵セ
ル１を保持可能である。
【００４３】
　Ｌ字形状の要素３２０は、従来のスライド取付け手段のおかげで基部１４０に関して、
様々な位置に固定可能であることに留意されたい。当然ながら、Ｌ字形状の要素３２０は
着脱可能である。このよう取付け手段は、螺子による取付けが可能であり、例えば、楕円
形の孔が第一アーム３２２に接続されているソール３２１に形成されている。図５に示す
実施形態によると、ソール３２１は、第一アーム３２２の一端で第二アーム３２６と反対
方向であって、第二アームとは対向する対向側部に延在している。図４に示すように、ソ
ール３２１は、側方が三角形状の平行フィン３２５によって、第一アーム３２２の長手側
側部に接続されている。
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【００４４】
　それゆえ、第二アーム３２６が基部１４０及び下壁１１０Ａと相対的に一定の高さを有
することができるように、基部１４０に関してＬ字形状の要素３２０をいくつかの位置に
配置可能である。それゆえに、Ｌ字形状の要素３２０は、エネルギ貯蔵セル１の製造公差
に応じて、下壁１１０Ａに対して押圧しなければならないエネルギ貯蔵セル１のための最
も適当である高さを有することができる。
【００４５】
　このように、一連のエネルギ貯蔵セットを組立てたいときには、変形可能な第一パッド
２００がまず第一に下壁１１０Ａのレール１１２に配置され、エネルギ貯蔵セル１のそれ
ぞれは、この目的のために与えられる位置に配置される。第一パッド２００は、隣接する
各組のエネルギ貯蔵セル１の間に配置される。
【００４６】
　第二パッド２２０は各エネルギ貯蔵セル１の上側の角に設けられ、押圧手段３１０及び
Ｌ字形状の要素３２０は、押圧手段及びＬ字形状の要素３２０がエネルギ貯蔵セル１の上
面２を荷重し、シェルの下壁にエネルギ貯蔵セルを押圧するように、下方のハーフシェル
１００Ａに取付けられている。シンプルな設計である上方のハーフシェル１００Ｂは、下
方のハーフシェル１００Ａに適用されている。
【００４７】
　エネルギ貯蔵セットの組立て方法は、もしレール１１２、補強用のブロック１３２、１
３６及び柱１３８がシェルのシェル壁の一部分に形成されてなかったら、上述したステッ
プの前に、下方のハーフシェル１００Ｂにレール１１２、補強用のブロック１３２、１３
６及び柱１３８を設けるためのステップを含む。
【００４８】
　エネルギ貯蔵セットを分解したいときには、上方のハーフシェル１００Ｂを取り外せば
十分であり、図３に示すサポートレバー３１０の螺子を緩め、図５に示すエネルギ貯蔵セ
ル１に対応しているＬ字形状の要素３２０は不完全（４要素全てで螺子が緩められている
）であるとみなされる。
【００４９】
　それゆえ、本発明に係るエネルギ貯蔵セットは、エネルギ貯蔵セットが、車両が通常通
りに回転している状況（特に受けた振動にも関わらず）において、作動可能であることを
保証しつつ、良好な分解性能及びシェル１０内においてエネルギ貯蔵セル１の良好な保持
性能を有する。
【００５０】
　本発明に係る第二実施形態について、図６から図８を参照しながら説明する。
【００５１】
　支持台２３０は特に図６に関してさらに詳しく説明され、シェルに取付ける、又は、シ
ェルに押圧するためのシステム３３０は図７に関してさらに詳しく説明され、エネルギ貯
蔵セットの残りの構成は図１から図５に関して前述したエネルギ貯蔵セットの構成と同一
である。
【００５２】
　第二実施形態において、支持台を形成している全ての第三パッド２３０は、エネルギ貯
蔵セルの下部又は上部に配置されているかに関わらず同一である。
【００５３】
　本発明の実施形態のうち先述した第一パッド２００のように、第三パッドはレール１１
２に（シェル１０の下部に）押圧可能である。
【００５４】
　第三パッドは、第一共有壁２３２と、第一共有壁２３２と直交する第二共有壁２３６と
、中央壁と、を含み、該中央壁は、主壁といわれ、第一共有壁及び第二共有壁と直交し、
第一共有壁及び第二共有壁の間に形成された窪みにおいて中程度の幅で第一共有壁及び第
二共有壁を接続している。
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【００５５】
　共有壁それぞれは、シェルのシェル壁（第一共有壁２３２に対する下壁１１０Ａ及び第
二共有壁２３６に対する側壁１２０）に沿って延びており、エネルギ貯蔵セルのそれぞれ
の壁に対応している。中央壁は、その部分に対して、エネルギ貯蔵セルの間を延在するよ
うに設計されている。
【００５６】
　第三パッド２３０は、中央壁２４０の厚み中央を通る対称面を有する。
【００５７】
　第三パッド２３０は、中央壁２４０のいずれかの側方に配置された立方体の角のように
形成された２つの凹部２３０Ａ、２３０Ｂを含み、これらは想定的に対称である。
【００５８】
　２つの凹部２３０Ａ、２３０Ｂは、隣接するエネルギ貯蔵セル１の各対に属する１つの
エネルギ貯蔵セル１の角との接触を有するように設計されている。
【００５９】
　下端面３２３は、各エネルギ貯蔵セル１とシェル１０の下壁１１０Ａとの間に延在する
ように設計され、垂直な第二共有壁２３６は各エネルギ貯蔵セル１とシェル１０の側壁１
２０との間に延在するように設計されている。第一共有壁及び第二共有壁のそれぞれは、
中央壁２４０のいずれかの側方に向かって延在する。
【００６０】
　中央壁２４０は、互いに略平行に突出している第二フィン２４２を備え、図１で示すよ
うに第一共有壁２３２に対して傾斜している。また、第二共有壁２３６は、互いに略平行
に突出している第三フィン２３７を備え、中央壁２４０に対して傾斜している。第二フィ
ン及び第三フィンそれぞれは、エネルギ貯蔵セル１がシェル１０に挿入されているときに
中央壁２４０及び第二共有壁それぞれに対して変形しながら押圧されるように意図され、
中央壁２４０及び第二共有壁２３６の垂直方向の寸法に関わらず各エネルギ貯蔵セル１の
補強を可能とし、エネルギ貯蔵セル１の寸法に応じて中央壁２４０及び第二共有壁２３６
それぞれに対して多かれ少なかれ折り重ねながらフィン２４２、２３７は多かれ少なかれ
変形している。また、各エネルギ貯蔵セル１は、フィンの摩擦（先の実施形態で前述した
逆さ防止形状２１５と等しく）のために位置を固定される。
【００６１】
　また、第三フィン２３７は、たとえ寸法のバリエーションが同一方向にあったとしても
、第三フィン２３７の寸法に対して垂直な寸法に沿って各エネルギ貯蔵セル１を補強可能
であることに留意されたい。
【００６２】
　図示したようにパッド２３０は、図１に示すように、レール１１２の形状と協働するこ
とによって、エネルギ貯蔵セットの下部に設けられ、図２に示したように、中央壁２４０
の厚み中央に配置されている支持台内の穴２４４に挿入されている。また、レールは多く
の実施形態を対象とすることができる。好ましくは、レール１１８はエネルギ貯蔵セット
の寸法を超えて延在しないが、第一共有壁２３２に対して補完的な形状を有し、それゆえ
に穴部と同様に長手方向に同じ寸法を有する。
【００６３】
　また、エネルギ貯蔵セットは、上部において、サポートレバー３１０及び先の実施形態
によるＬ字形状の要素３２０に代わる押圧部３３０を含む。
【００６４】
　また、押圧部３３０は一般的に相互に直角であるメイン壁３３２、３３６によって形成
されたＬ字形状を有する。第一メイン壁３３２は、使用中にはシェル１０の側壁１２０に
略平行である。第二メイン壁３３６は、使用中にはシェル１０の上壁に略平行である。
【００６５】
　第一メイン壁３３２は、第二メイン壁に対向する下端において、フィン又はソールプレ
ート３３１を備え、フィン又はソールプレート３３１は第一メイン壁３３２と略垂直であ



(16) JP 2016-540342 A 2016.12.22

10

20

30

40

50

り、シェル１０の第二ブロックのように、ブロックの端部に配置されるように設計されて
いる。高さのバリエーションによって、支持台の第二フィン２４２を使用する本構成にお
いて管理可能である。しかしながら、ソールプレート３３１は、変形例として、図４に示
すように傾斜可能である。ソールプレート３３１は、押圧部３３０が第一メイン壁３３２
の垂直方向によるエネルギ貯蔵セル１の寸法に応じて柱１３８に関して幾つかの位置に配
置可能であるように、第二ブロック１３６の押圧部３３０を取付けるための傾斜穴３３３
を含む。
【００６６】
　また、第一メイン壁３３２は、押圧部３３０の凹部の内部に向かっている窪み３３４を
含み、もし必要なら、ケーブルのような電気的接続手段を通すことを可能とすることに留
意されたい。
【００６７】
　Ｌ字形状の要素３２０において前述したように、押圧部３３０は第二メイン壁３３６の
内側に中央リブ３３７を含、中央リブ３３７は、隣接している２つのエネルギ貯蔵セルの
間に、下壁１１０Ａにおいてレールの上方を垂直となるように配置されるように設計され
ている。中央リブ３３７は、第三パッドに取付けられており、壁３３４に対向する端部に
おいて面取り部３３８を有する。
【００６８】
　中央リブ３３７は、図７に示すように、挟持することで押圧部３３０に適合可能である
。また、中央リブは押圧部と連続的であってもよい。
【００６９】
　当然ながら、本発明は前述した実施形態に限定されず、技術的思想に準拠している変形
例まで及ぶ。
【００７０】
　本発明によるエネルギ貯蔵セット及びエネルギ貯蔵セットの組立て方法は、前述した内
容に限定されず、特に下記に限定されないことに留意されたい。
－上方の第二パッドであるような場合、第一ブロック１３２及び第二ブロック１３６は任
意である。
－パッド又は支持台２００、２２０、２３０は前述した形状に限定されない。さらに、前
述した支持台２００、２２０、２３０は、エネルギ貯蔵セット内で他の位置に配置可能で
あり、特に上部に配置可能である。
－例えば、支持台は、シェルのシェル壁に沿って寸法を超えて延びている少なくとも１つ
の共有壁を含むことができる。また、支持台は、共有壁から突出している複数の突出壁を
含むことが可能であり、突出壁は連続しているエネルギ貯蔵セルの各対の間を延在してい
るメイン壁を形成するように設計されている。このような実施形態に係る支持台は、櫛の
形状を有する。
－パッド２００、２２０、２３０はエネルギ貯蔵セットの壁（１１０、１２０）の１つで
（特にもう一度オーバーモールドされて）形作られることが可能である。
－パッド２００、２２０、２３０は、隣接している２つのエネルギ貯蔵セルの間を延在可
能である。
－押圧手段３００は、（一つの型、Ｌ字形状の要素３２０、３３０又はサポートレバー３
１０）ある実施形態と同一にすることが可能である。
－特に、図１から図５に示された実施形態の設計において、シェル１０は、境界線を越え
て同一の柱１３８を含むことが可能であり、また押圧部３００はおそらく１つの型からな
る押圧手段を形成している。
－押圧手段３００は、エネルギ貯蔵セルの上面に対して押圧している上壁１１０Ｂからな
ることが可能である。
－押圧手段３００は、２つの撚線によって形成され、繋がれた一端が下壁に接続される少
なくとも１つのストラップ３４０からなり、ストラップは少なくとも１つのエネルギ貯蔵
セルを囲むために任意の端部近傍に協働するように設計されている。好ましくは、図８に
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概略的に示すように、エネルギ貯蔵セル１のそれぞれは離れている。
－同じ押圧手段３００は、（例えば交差材を保持することで）下壁１１０Ａに対して全て
のエネルギ貯蔵セル１を押圧可能である。
－シェル１０の形状は、図１に示すような２つのハーフシェル１００の形状に限定されな
い。
－シェルは、不備のあるエネルギ貯蔵セル１がシェルから取り外されている壁が上壁では
なく、他の壁であるように、設けられことが可能である。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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